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■■  ははじじめめにに  
この研究の目的は２年前に北郷が開発した骨伝導イヤ

フォンの改良だ。開発したものの方式はイヤフォンの振動
部分を耳垂の裏にあて磁石で挟み込んで聞くというもの
である。 

以前作成したものの問題として、サイズが大きく重いこと、
スマートフォンでは聞くことができなかったことがあげられ
る。この問題に対し、私たちはサイズが小さく軽いスマート
フォン対応のものを作ることを目標としている。 
・骨伝導イヤフォンとは 

通常のイヤフォンと違い、耳にはめず、骨を直接振動さ
せて内耳へ音を伝えるイヤフォンのことだ。このイヤフォン
の特徴として、外耳や中耳の病気を持っていたり、老化に
より聴力が衰えていたりしても音を聞くことができること。ま
た、音漏れが通常のイヤフォンと比べるとほとんどないこと
があげられる。 
 
■■  活活動動内内容容  
１．作成、試聴 
(1) 以前作成したイヤフォンをもとに様々な条件での骨伝
導イヤフォン作成 
(2) ラジオ、スマートフォンを使い聞こえ具合を確かめる 
(3) PCのフリーソフト、スマートフォンを使用した音響実験 

 
２．結果 
磁石の直径１５φ 巻き数５０巻き 

銅線の細さ(mm) 備考 

0.26 あまりグラフに出ていない 

0.20 2000Hzでよく聞こえた 

0.16 8000Hz以外は聞こえた 

0.12 8000Hzが聞きやすい 

0.10 ほとんど聞こえなかった 

 
磁石の直径５φ 巻き数５０巻き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      フリーソフトで求めたスペクトルの一例 
      (磁石の直径１５φ銅線の細さ0.20ｍｍ) 
 
３．考察 
・磁力が大きく、巻き数が多く、銅線が細い方がよい結果
が出る 
・直径５φ細さ0.10mmのイヤフォンが一番よい結果だった
が、音漏れがした 
■■  関関連連情情報報等等（（特特許許関関係係、、施施設設））  
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銅線の細さ(mm) 備考 

0.26 500Hzから聞こえる 

0.20 ほとんど聞こえなかった 

0.16 4000，8000Hzだけ聞こえる 

0.12 4000，8000Hzだけ聞こえる 

0.10 500Hzから聞こえた(音量〇) 

そそのの他他  
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